
 
 

 

 あっという間に３月も終わりそうですね。 

この時期は季節の変わり目でもあり、様々な感染症が流行す

る季節でもありますが、皆さま体調を崩されていませんか？ 

長岡では、冬の間暖かい日がしばらく続いていましたが、３月

に入って急に雪が降ってみたり、気温も下がってみたりと、なか

なか春の気配を感じることができません。卒業式シーズンです

が、一時雪景色となりました。 

これから暖かくなると、お花見などされる方もたくさんいるで

しょうか。長岡にも、桜スポットがたくさんあるので、満開になる

日が待ち遠しいです。後ほど、長岡の桜スポットの一部をご紹介

します  

 さて、３月といえば、お別れの季節でもあり、出会いの季節でも

ありますね。私は２年間この通信を担当させていただきました

が、この度異動することになり、４月から、事務局メンバーが変わ

ります！新しいメンバー、新しい視点で、引き続き長岡の情報を

たくさんお届けしたいと思いますので楽しみにしていてくださ

い。 
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長岡市の姉妹都市であるハワイ・ホノルル市。 

３月８日から３日間にわたり、ホノルル市にて「第 28 回ホノル
ルフェスティバル」が開催されました。 

 
 
 
 
 
 

 
 

提供 ⼀般財団法⼈ ⻑岡花⽕財団 
 
ホノルルで長岡花火が打ち上げられるきっかけとなったのは、2007

年 8 月、 ホノルル市で開催された日米市長交流会議。当時の長岡市長
が、ホノルル市長との懇談で、太平洋戦争におけるホノルル市と長岡市
の関係性を説明しました。 

太平洋戦争の真珠湾攻撃と長岡空襲で、それぞれ大きな被害を受け
た、ホノルル市と長岡市。この両市が結びつき交流していくことで、日米
の友好関係の深化・平和への貢献を目指し 2012 年に姉妹都市締結が
なされ、今に至ります。 

 

 

 

ホノルル市で、 岡花 が打ち上げられました

ホノルルフェスティバル
で、長岡花火が打ち上げ
られるのは今年で１０回
目。「世界平和」の意を込
めた花火がワイキキの夜
空を彩りました。 



 
 

さて、続いては、長岡の春の情報をお届けします！ 
お近くに来られる予定がある方、ぜひ立ち寄ってみてください。 
 福島江観桜会≪３月２２日（金）～４月１４日（日）≫ 

福島江用水沿い（台町、今朝白、福住付近） 
福島江は、長岡駅からも徒歩３分でアクセス条件バッチ

リ 水面に映る満開のソメイヨシノを堪能することができ

ます。夜は、提灯の点灯、ライトアップがあり、とっても魅

力的です。屋台などはなく、静かな雰囲気の中じっくりと

桜を楽しむことができます。提灯の点灯時間は１７：３０～

２０：３０。 
 
 悠久山桜まつり≪３月２９日（金）～５月６日（月）≫ 

長岡市悠久町（悠久山公園） 
県内でも有数の桜の名所！ソメイヨシノや八重桜など、約

2,500 本もの桜が園内に咲き乱れます。まつり開催期間後

半は、花の色が淡黄緑色のウコン色になる珍しい品種もご

覧いただけます。４月７日（日）は、約２００名が神輿を担ぎ、

蒼柴神社から悠久山公園までを練り歩く「神輿渡御」があり

ます。ライトアップは開花状況に合わせて１８：００～２１：００

まで。こちらは屋台がたくさん出て、お祭り気分を味わえま

す！素敵な桜を楽しみながらおいしいものを食べればおいし

さも倍増ですね！ 

 
 
さらに…ちょっとレア情報…！？ 
 万本桜植樹帯≪４月上旬～中旬が見ごろ≫         
信濃川右岸の与板橋下流から大河津分水路付近までの

約６㎞にわたり、堤防沿いにある桜。大正１１年に旧大河

津分水洗堰の完成を記念し、約６，０００本を植樹しまし

た。その後、河川改修などにより伐採され、一時期減少し

ましたが、平成６年から少しずつ植樹され、現在に至りま

す。開花時期になると、信濃川、弥彦山と調和し、みごとな景観が楽しめます。 



 
 

 

与茂七地蔵（よもしちじぞう） 

★所在地：長岡市中之島 4114（中之島文化センターとなり） 

宝永元年（1704）から同 2 年に起きた一連の農民

騒動で捕らわれ、無実のまま処刑された義民大竹与茂

七を祀る地蔵尊です。 

信濃川、刈谷田川が増水し、堤防が決壊する寸前に、

自分の山の木を伐り出して堤防の補強を行い、不足分

は庄屋所有の山と藩林を伐採して使用、水害を未然に防止し、村人たちは助かりまし

た。しかし、勝手に藩林を伐採したことに反発した庄屋との確執が生まれ、訴えられま

した。この件は無罪となったものの、その後も争いが起き、最終的に与茂七は首を切ら

れてしまいました。 

 

 

 

トキと自然の学習館  ★所在地：新潟県長岡市寺泊夏戸 2829 番地 
   

 トキと自然の学習館は平成 24 年３月に開設、観覧棟「トキ

み～て」は、平成 30 年８月に開設しました。トキみ～てでは、

トキを間近にみることができます！！朱鷺色の羽を広げて、元

気に飛んでいました。トキの羽の色と言えば、白っぽい、ピンク

っぽい色をイメージする人も多いかと思いますが、この日見に

行くと、頭から首にかけて灰色っぽくなっていました。ちょうど

今の時期は、繁殖期を迎える前の時期とのことで、「周りにい

る仲間に繁殖できることをアピールするため」と「外敵から、

自分や大切な卵やヒナを守るため」に自分で羽の色を保護

色に変えていくそうです。首のあたりから出る、黒い粉状のも

のを首を器用に回して外側の羽に塗り付けていました！ 

 館内では、実際にトキを見ながらこのような説明を聞くこと

ができ、大人はもちろん、お子様にもとってもオススメです！ 

 
発行・お問い合わせ 

越後長岡ふるさと会事務局（長岡市役所地域振興戦略部内） 

〒940-0062 新潟県長岡市大手通 2-6 フェニックス大手イースト５階 

e-mail:gnagaoka@city.nagaoka.lg.jp TEL:0258-39-2260  FAX:0258-39-2254 

～中之島～ 

～寺泊～ 

政治家の大竹貫一、女優の大竹しのぶさん
は大竹与茂七の子孫と言われています。 

こちらは「つがい」のトキ

で、一生懸命巣をつくって

いるとのこと。まだ未完成

でした。がんばって！！ 


